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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 西区西部地区（西部出張所管内の今宿、玄洋、周船寺、元岡、今津、北崎の６校区）は、近年、急速に

人口が増大し、それに比例して車両交通量も増大し続けています。とりわけ、国道202 号線・谷交差点並

びに今宿交差点は日常的・恒常的に渋滞しており、特に朝晩並びに休日はあきれるほどの状態となってい

ます。加えて、今後、九大伊都キャンパスへの学部移転が進めば、教職員・学生の増加が見込まれ、交通

量はさらに増大していくことは避けられません。 
 このことは、谷交差点・今宿交差点付近の渋滞がさらに激化することを意味します。現在でも朝晩のラ

ッシュ時には、谷交差点・今宿交差点の渋滞は周辺道路にまで波及し始めており、これがさらに悪化すれ

ば、救急車など緊急車両の出動時間への悪影響すら懸念されます。これは市民生活への脅威と言っても過

言ではありません。 
 私たちは、今宿地区の渋滞が顕著になってきたこともあり、おととし、西区土木第２課に対し「渋滞緩

和策の早急な検討」を強く要望しました。幸い、西区土木第２課もこの要望を受け、直ちに、当該地区内

の国道202号線、旧国道202号線の交通量調査に着手しました。その結果と分析によると、現在の車両交

通量は「西区西部地区と福岡市中心部を結ぶ国道202号線、旧国道202号線、西九州道路・都市高速道路

の３本で十分賄える量であり、３本を有効活用すれば渋滞は大幅に緩和できる」とのことでした。 
 問題は、その有効活用方法です。２本の国道は整備済みですから今以上の交通量には耐えられません。

残された道は、都市高速道路しかありません。そのためには、都市高速道路への車両誘導策が絶対不可欠

となります。その方策がなければ、有効活用は、絵に描いた餅にすぎません。 
 改めて言うまでもなく、谷交差点・今宿交差点渋滞の最大の原因は、今宿地区（今宿校区、玄洋校区）

以西よりの車両の急増にあります。言葉をかえれば、今宿地区以西と都心を往復する車両を周船寺インタ

ーに誘導できれば、両交差点の渋滞は相当程度緩和できるわけです。そのためには、片側しか利用できな

い周船寺インターのフルインター化が絶対に不可欠です。もし、これが実現できれば、九大へのアクセス

も飛躍的に向上します。 
よって、以下の事項を請願します。 
 
１．西九州自動車道周船寺インターをフルインター化すること。 
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